
 令和５年度第２回恵那市市史編さん委員会 次第 

 
日時：令和６年２月 20 日(火)午後１時 30 分 
会場：恵那市役所 西庁舎 3 階 災害対策室 

 
 
１ 開会 

 
２ 教育長あいさつ 

 
３ 委員長あいさつ 

 
４ 議事 
（１）令和５年度の事業報告 

 
 

 
（２）令和６年度の事業計画 

 
 
  
（３）本文原稿の承認 

 
 
 
５ 閉会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



恵那市史平成合併編 

 
令和５年度の事業報告及び予定 

４月 20 日 専門委員会：原稿内容の確認 

６月９日 編さん委員会：令和５年度の計画、進捗状況の報告 

７月 14 日 専門委員会：編さん委員会の議事報告、原稿内容の確認、 

９～11 月 庁内関係部署による原稿確認 

９月 13 日 編集・印刷業者と契約（契約額 2,574,000 円 内訳：令和 5 年度

772,200 円、令和 6 年度 1,801,800 円） 

９月 28 日 専門委員会：原稿内容の確認、資料編・口絵の掲載項目を協議 

11 月 24 日 専門委員会：原稿内容の確認と調整 

１月 15 日 専門委員会：最終原稿内容の確認、資料編・口絵の掲載項目を協

議 

１月末 庁内関係部署による原稿確認 

２月 20 日 編さん委員会：原稿内容の承認 

２月末 監修 

３月下旬 本文原稿を印刷業者に入稿 

 
 
令和６年度の事業計画 

４月中旬 初校原稿受取り、校正 

５月中旬 編さん委員会：６年度計画の承認、初校原稿の内容承認 

５月下旬 初校返却 

６月上旬 ２校原稿受取り、校正 

７月下旬 ３校原稿受取り、校正 

７月末 ４校原稿受取り、校正 

８月上旬 ５校原稿受取り、校正 

８月９日 ５校返却、校了、印刷製本開始 

９月末日 納品 

10 月 市制 20 周年記念式典にて配布、関係団体へ配布 
一般販売開始（100 部予定、価格は未定） 
ウェブサイト版の整備 

令和６年度予算 

   謝礼       2,350,910 
   印刷製本費    1,801,800 
   完成品発送業務他  536,534   
   合計       4,689,244 円 
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口絵（カラー８ページ）掲載案

１ページ目（合併関係、シンボル）
・合併協定書の調印式
・市役所、南部振興事務所の開庁式
・市章、市の花、市の木

　

２～３ページ目（政治、行政関係）
・ 健幸フェスタ
・ 市役所西庁舎
・ 恵那病院
・ 消防防災センター
・ 大崎、正家第二土地区画整備
・ 岩村電線地中化の町並み
・ 山岡交流広場
・ 大正村広場
・ ゼロカーボンシティ(中央図書館ソーラー屋根）

４～５ページ目（産業、経済関係）
　 ・ 坂折棚田で米作り

・ 恵那テクノパーク
・ 道の駅らっせいみさと
・ 道の駅ラフォーレ福寿の里
・ 岩村城
・ 大井行在所
・ 次米抜き穂まつり
・ ラリー東野会場
・ 恵那峡

６～７ページ目（教育、スポーツ関係）
・ 学校間交流事業
・ 山岡小学校校舎、体育館
・ 恵那北小学校
・ 武並保育園
・ おさしま二葉こども園
・ 国体弓道
・ 国体スケート競技
・ ボートキャンプ地

８ページ目（文化関係）
・ 三学のまち(中央図書館館内）
・ 地歌舞伎
・ 飯地旧庁舎
・ 武並神社
・ 大船神社
・ 明知城
・ 正家廃寺
・ 伝統芸能大会
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資料編（モノクロ30ページ）掲載案 着色は掲載優先項目

名簿名 資料元 備考

合併直前の市長､助役､収入役､教育長､議長､議員 町毎で記す
法定協議会の委員 協議会44、幹事会12、事務局13
歴代市長、副市長、教育長 期ごとで記す
歴代議長と議員 H16=30､H20=24、H24=20、H28=18、R2=18人
監査委員、選挙委員、教育委員

資料名 資料元 備考

合併協定項目42と内容
協定書原本を確認。説明文は略｡公開冊子があ
れば示す。

市民アンケート結果の抜粋 合併協議会だより第4・5号 本文内に挿入する、またはウェブ編
市長就任後の初議会での所信表明と基本方針
人口や産業などの統計的な事項
市立恵那病院沿革 恵那病院公式ウェブサイト
国保上矢作病院沿革 市地域医療課資料
医療施設、病床数の状況 H27、R1年度版市統計書
恵那市の介護保険料 市公式ウェブサイト
明知鉄道沿革 明知鉄道公式ウェブサイト

水道事業の沿革 上下水道課資料
合併以降を表にする。下水・合併浄化槽の地図も
あれば。

岐阜県からみた恵那市の位置 R4年度版市統計書
市町村総生産 R4年度版市統計書
観光地別年間入込客数 R4年度版市統計書 関係人口(交流人口）のデータもあれば掲載。

各地の伝統芸能について 執筆原稿6ページ
祭りも含め、名称、地域名、簡単な解説を表に。
詳細はウェブ編。

コロナ禍での困りごとアンケートの結果 広報えな
本文に関連しつつ、コロナの罹患者数等、数値化
できるものがあれば、一緒に資料編へ。

小学校児童数、中学校生徒数の推移 R4年度版市統計書
コミセンの設置状況 R4年度版市統計書
図書館利用者数の推移 R4年度版市統計書
文化会館利用者数の推移 R4年度版市統計書
スポーツ施設の状況 R4年度版市統計書
県クリスタルパーク施設利用者数の推移 R4年度版市統計書
恵那市の文化財 R4年度版市統計書
スポーツイベント参加者数の推移 R4年度版市統計書

利用人数の推移を一つの表にする
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恵那市合併に関する年表

元号 西暦 月 （日付）　出来事

平成11年 1999 7 市長村合併の特例に関する法律が改正（平成一六年度末期限の、合併特例債を柱とする財源措置の創設）

平成13年 2001 2 岐阜県市町村広域行政検討委員会が「市町村合併に関する調査報告書」作成

3  岐阜県が「市町村合併支援要綱」作成

平成14年 2002 5 (16)「えな郡南部地域合併問題検討会議」が恵那市へ合併協議申し入れ

6 (4)恵那市、岩村町、山岡町、明智町、串原村、上矢作町の六市町村で「恵那市・恵南町村合併検討協議会（任

意協議会）」を設置

平成15年 2003 1 (16）第八回検討協議会にて、法定協議会の設立に合意

(21)六市町村議会が法定協議会設置議案を議決

2  (3)恵那市・恵南市町村合併協議会(法定協議会)規約が施行され、事務局を設置

(19)第一回法定協議会開催

3  「新市まちづくり計画」作成のためのアンケート調査を実施

9～10  住民説明会を一九会場で開催（延べ一四八三人出席）

平成16年 2004 3 (　)第二一回法定協議会にて、合併の期日を除く全ての合併協定項目を確認

4  住民説明会を一五開場で開催（延べ一五五一人出席）。

(28)合併協定に調印

5 (10)六市町村議会において合併に関する議案を議決

(12)岐阜県へ廃置分合申請書を提出

7 (8)岐阜県議会が廃置分合議案を議決、県知事による廃置分合の決定

(26)総務大臣が六市町村の廃置分合を告示

10 (25)新「恵那市」誕生　恵南五町村の消防団が「恵那市南消防団」に統合

11 (28)第一回市長・市議会議員選挙　　初代市長に可知義明氏就任

12 (14)(15)第一回市議会臨時会　　初代市議会議長に後藤薫廣氏、副議長に山田幸典氏が就任　各行政委員会の

委員を選任

(15)恵那市体育連盟と恵南町村体育協会が統合協定に調印

平成17年 2005 1 (25)恵那市地域自治区条例を制定し、旧市町村の区域ごとに六地域自治区を設置

3 （6）毛呂窪保育園閉園式、毛呂窪小学校閉校式

4 （1） 「恵那市消防団」と「恵那市南消防団」が統合　　新「恵那市体育連盟」が事業開始

5  (17)恵那市自治連合会が発足

10  (12)恵那市火葬場えな斎苑が完成

(8)市制一周年記念式典　　市の花にささゆり、市の木にハナノキを制定

12 (3)岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場がオープン

平成18年 2006 2 (2)恵那市文化振興会と恵南地区文化協会が、新「恵那市文化振興会」に統合

3  (　)武並コミュニティセンターが完成

4  (1)教育委員会が岩村振興事務所庁舎へ移動　　恵那市恵南商工会が発足　　岩村警察署が恵那警察署へ統合

6  (1)市内の観光協会が「恵那市観光協会」に統合

10  (2)市民課住民係の窓口サービス時間を午後六時までに延長

12  (8)山岡細寒天が地域ブランドに認定

平成19年 2007 2 (1)恵那市こども発達センターおひさまが開所

4  (1)廃棄物処理手数料、ごみ袋の形状を市内統一

(6)ケーブルテレビ局が開局

(8)恵那南高等学校が開校

6 (1)水道・下水道料金の統一に着手(平成二五年まで移行期間)

7  (7)恵那市中央図書館が開館

12  (3)名誉市民に伊藤喜美氏を推挙

平成20年 2008 1 (18)図書館跡にこども元気プラザが開所

3 (　)中野方コミュニティセンターが完成

(　)武並保育園が新たに完成

(27)藤へき地保育園が閉園式

11 (16)第二回市長・市議会議員選挙　　市長に可知義明氏が再選、市議会は定数が三〇人から二四人となり、市

内全域を一選挙区として実施

(25)明知鉄道「極楽駅」が開業

平成21年 2009 3 (　)市内全域の光ファイバー網整備が完成し、全世帯に音声告知器を設置

(2)恵那市消防防災センターが運用を開始し、一一九番通報受信や消防団出動要請などが一括対応になり、南地

域救急医療情報センターが「恵那地域救急医療情報センター」に統合

4  (1)岩村診療所内に透析センターが開設

11 （　）けいなん斎苑がえな斎苑に統合

（8）市制五周年記念式典

平成22年 2010 4 （1）市民三学運動が始まる　　ごみ処理施設恵南クリーンセンターあおぞらがエコセンター恵那に統合　　

（9）県立恵那特別支援学校が大井町から岩村町へ移転

（22）恵那市一般廃棄物最終処分場が笠置町に完成

6 （27）国重要文化財の武並神社本殿の大規模修理が完了

7 （26）恵那テクノパーク第三期拡張工事が完成

8  (　)木造の山岡小学校が完成

9 (17)恵那駅前のタウンプラザ恵那を改修し、観光物産館「えなてらす」がオープン

11 (27)実践女子学園との連携協定を締結
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平成23年 2011 1 (9)合併後初めて、成人式を統一開催

4  (1)生涯学習都市「三学のまち恵那」を宣言

6  （　）市総合計画後期計画と市第二次行財政改革大綱がスタート

7  （31）大正百年を記念し、大正百年改元記念式典を開催

11  （1）リニア中央新幹線を活かしたまちづくりを進めるため、リニアまちづくり室を設置

平成24年 2012 1 （28～30）第六七回国民体育大会スピードスケート競技会を県クリスタルパーク恵那スケート場で開催

3 （25）大正村広場を整備

4 （20）３Ｒ推進施設ふれあいエコプラザがオープン

8  （　）恵那市議会議場カメラを設置し、開かれた議場の公開を開始

10  （6～9）第六七回国民体育大会弓道競技会をまきがね公園で開催

11  (18）第三回市長・市議会議員選挙　　市長に可知義明氏が三選、市議会は定数が二四人から二〇人となる

12  （1）にぎわいの拠点として、恵那駅前中央通りに中山道大井宿広場を整備

平成25年 2013 2 （4）上矢作振興事務所が上矢作コミュニティセンターへ移転

3 （23）岩村本通りの電柱類地中化工事完成

平成26年 2014 3 （15）吉田小学校が閉校、明智小学校と統合

9  (30）恵那市こども園設置条例が可決

10  (11）市制一〇周年記念式典を開催、公式キャラクター「エーナ」を発表

11  （　）市役所西庁舎が竣工

平成27年 2015 3 (29）市内一六園で認定こども園がスタート

5 （3）竹下景子さんが日本大正村の三代目村長に就任

7 （7）健幸都市を宣言

8 （21）東雲大橋が開通

平成28年 2016 1 (　）教育大綱・教育振興基本計画を策定

3 （　）地域防災計画に市内全地区の防災計画を規定

4 （1）第二次総合計画と第三次行財政改革がスタート

11 （13）第四回市長・市議会議員選挙　　初代市長可知義明氏が退任、新市長に小坂喬峰氏が就任、市議会は定

数が二〇人から一八人となる

（21）新市立恵那病院が開院

平成29年 2017 4 （1）国の指針により、簡易水道事業及び飲料水供給事業を、上水道事業に経営統合

8 （28）「はたらく」と「くらす」を押し進める相談拠点「恵那くらしビジネスサポートセンター」を開所

10  NHK連続テレビ小説「半分、青い。」のロケが岩村町で行われる

11  (25～26)世界初の女性ラリー「Ｌ1RALLY in恵那」を開催

12 （3）国道一九号瑞浪恵那道路着工

（　）全小学校にタブレット端末を配布

平成30年 2018 1 （28）毎月最終日曜日に休日開庁が始まる

4 （2）中野方救急分遺所を開設

8 (　)全中学校にタブレット端末を配布

平成31年 2019 2 CSF（豚熱）が発生し市内全六農場が被害

4 （1）地方自治法に基づく地域自治区条例を廃止し、市独自の地域自治区条例を制定

（　）三月に長島こども園と二葉こども園が閉園し、おさしま二葉こども園が開園

（21）飯地高原テント村がリニューアルオープン

令和元年 9 正家第二区画整理事業がおおむね完了

(12)笠置峡がポーランド共和国カヌー連盟の東京オリンピック・パラリンピック事前キャンプ地に決定

10 (19)市制一五周年記念式典を開催

令和2年 2020 1 (11)「麒麟がくる　ぎふ恵那　大河ドラマ館」が開館

（　）地域商社「一般社団法人ジバスクラム恵那」を設立

3 （29）恵那峡の再整備が完了しリニューアルオープン

4 （16）新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言が発令される

（24）恵那中央出張所えなえーるがオープン

11 （13）第五回市長・市議会議員選挙　　市長に小坂喬峰氏が再選

令和3年 2021 1 （27～31）第七六回国民体育大会スピードスケート競技会を県クリスタルパーク恵那スケート場で開催

5  新型コロナウイルス感染症ワクチン接種が始まる

7 （18～31）笠置峡で、ポーランド共和国カヌー連盟が東京オリンピック事前合宿を開催

令和4年 2022 3 (　)地球温暖化対策実行計画を策定

（　）「ゼロカーボンシティえな」を宣言

4 （27)根の上アウトドアパーク恵那 保古グランピングがオープン

5 （20）「ＳＤＧｓ未来都市」「ＳＤＧｓモデル事業」に選定される

10 （22～23）全国山城サミット恵那大会を開催

11 （13）ＦＩＡ世界ラリー選手権（ＷＲＣ）フォーラムエイト・ラリージャパン2022を開催

令和5年 2023 6 （12）「恵那岩村の山城・城下町と農村景観めぐり」が岐阜未来遺産に認定される

11 （25～26）全国発酵食品サミットを開催
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「
恵
那
市
史
・
平
成
合
併
編
」
全
体
構
想 

 
第
一
部 

合
併
の
概
要 

序
文 

 

第
一
章 
一
市
五
か
町
村
の
規
模 

 

第
一
節 

旧
恵
那
市 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３ 

第
二
節 

旧
岩
村
町 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５ 

第
三
節 

旧
山
岡
町 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６ 

第
四
節 

旧
明
智
町 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８ 

第
五
節 

旧
串
原
村 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９ 

第
六
節 

旧
上
矢
作
町 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１１ 

 

第
二
章 

任
意
合
併
協
議
会
の
設
立 

 

第
一
節 

ひ
が
し
美
濃
地
域
の
市
町
村
合
併
へ
の
動
き 

・
・
・
・
・
・
・
１３ 

 

一 

ひ
が
し
美
濃
地
域
市
町
村
合
併
に
関
す
る
調
査
の
概
要 

 

二 

調
査
報
告
書
の
内
容 

第
二
節 

任
意
協
議
会
設
立
ま
で
の
経
緯 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１８ 

第
三
節 

任
意
協
議
会
の
組
織 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１９ 

第
四
節 

会
議
の
経
過
及
び
住
民
へ
の
周
知 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２１ 

第
五
節 

法
定
協
議
会
へ
の
移
行 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２３ 

 

第
三
章 

法
定
合
併
協
議
会 

 

第
一
節 

法
定
合
併
協
議
会
の
設
立 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２４ 

第
二
節 

法
定
合
併
協
議
会
の
組
織 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２４ 

第
三
節 

協
議
・
調
整
項
目 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２６ 

 

一 

合
併
協
定
項
目 

 

二 

事
務
事
業
の
調
整
作
業 

第
四
節 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３０ 

第
五
節 

新
市
将
来
構
想 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３２ 

第
六
節 

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３４ 

第
七
節 

合
併
協
議
会
確
認
項
目 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３７ 

第
八
節 

合
併
協
定
書
調
印 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３８ 

第
九
節 

六
市
町
村
議
会
の
議
決 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３９ 

第
一
〇
節 

合
併
申
請
書
提
出 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４１ 

第
一
一
節 

合
併
ま
で
の
動
き 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４３ 

  第
二
部 

新
市
の
変
遷 

 

第
一
章 

新
市
の
誕
生 

 

第
一
節 

新
生
「
恵
那
市
」
ス
タ
ー
ト 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４５ 

一 

開
庁
式 

 

二 

新
市
始
動 

第
二
節 

新
市
の
体
制
整
備 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４６ 

一 

新
市
の
位
置
・
地
勢
・
面
積
・
人
口 

二 

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針 

三 

新
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙 

四 
新
市
の
行
政
組
織 

五 

新
市
の
予
算 

六 

新
市
の
財
政
計
画 

第
三
節 

市
民
意
識
の
形
成 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５８ 

chiho_itou
テキストボックス
資料　５
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一 

市
章
・
市
民
憲
章 

 
 

 

二 

市
の
花
・
市
の
木 

三 

名
誉
市
民 

 
 

 
 

 
 

四 

市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ
ー
ナ
」 

五 

「
広
報
え
な
」
の
発
刊 

 

六 

市
制
施
行
記
念
式
典 

 

第
二
章 
政
治
・
行
政 

 

第
一
節 

歴
代
市
長
の
市
政
運
営 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６４ 

一 

可
知
市
長
の
市
政
運
営 

二 

小
坂
市
長
の
市
政
運
営 

第
二
節 

市
発
展
の
総
合
計
画 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
７３ 

 

一 

総
合
計
画 

二 

第
一
次
総
合
計
画
（
平
成
一
八
年
度
～
平
成
二
七
年
度
） 

三 

第
二
次
総
合
計
画
（
平
成
二
八
年
度
～
令
和
七
年
度
） 

第
三
節 

行
財
政
改
革
の
推
進 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８１ 

一 

行
財
政
改
革 

（
一
）
恵
那
市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
行
動
計
画
策
定 

（
平
成
一
八
年
度
～
平
成
二
二
年
度
） 

 
 

（
二
）
第
二
次
恵
那
市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
行
動
計
画
策
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
平
成
二
三
年
度
～
平
成
二
七
年
度
） 

 
 

（
三
）
第
三
次
恵
那
市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
行
動
計
画
策
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
平
成
二
八
年
度
～
令
和
二
年
度
） 

二 

行
政
機
構
の
改
編 

（
一
）
平
成
一
八
年
四
月
の
改
編 

（
二
）
平
成
二
六
年
四
月
の
改
編 

（
三
）
新
庁
舎
（
西
庁
舎
）
完
成
に
伴
う
課
の
配
置
変
更 

（
四
）
令
和
五
年
四
月
現
在
の
行
政
組
織 

三 

財
政
の
推
移 

四 

市
民
意
識
調
査 

（
一
）
平
成
二
二
年
度
市
民
意
識
調
査 

（
二
）
令
和
二
年
度
市
民
意
識
調
査 

第
四
節 

地
域
自
治
区
と
地
域
づ
く
り 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９７ 

一 

地
域
自
治
区
制
度 

二 

地
域
自
治
区
運
営
協
議
会
と
地
域
懇
談
会 

三 

地
域
づ
く
り
の
推
進 

第
五
節 

各
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１０３ 

一 

大
井
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

・
大
井
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
大
井
地
域
自
治
区
運
営
協
議
会
） 

・
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊 

・
中
山
道
の
れ
ん
コ
ン
テ
ス
ト 

・
大
井
町
芸
能
ま
つ
り
（
大
井
町
芸
能
フ
ェ
ス
タ
） 

・
「
し
ぶ
ろ
く
大
井
宿
」
発
足 

二 

長
島
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

・
正
家
廃
寺 

・
恵
奈
の
里
次
米 

・
リ
コ
ー
え
な
の
森
保
全
活
動 

・
長
島
小
学
校
林
管
理
委
員
会 

・
「
久
須
見
の
歴
史
」
発
刊 

三 

東
野
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

・
「
シ
ク
ラ
メ
ン
街
道
」
開
通 

・
「L

1 R
A

L
LY

 in

恵
那
」
の
開
催 

・
東
野
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修 

・
「
ほ
た
る
の
里
ひ
が
し
の
」 

・
「
ふ
れ
ん
ど
り
ー
阿
木
川
湖
」 

・
東
野
地
域
自
治
区
の
組
織
を
改
編 
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・
東
野
消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え 

・
明
知
鉄
道
「
東
野
駅
」
の
建
て
替
え 

・
「
飯
沼
川
を
通
じ
て
郷
土
愛
を
育
む
会
」 

・
東
野
郷
土
資
料
館 

・
資
源
回
収
東
野
デ
ポ
設
置 

四 

三
郷
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

・
「
み
さ
と
Ｄ
Ｅ
軽
ト
ラ
市
」 

・
「
三
郷
あ
ん
じ
ゃ
な
い
の
家
」 

・
三
郷
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修 

・
「
み
さ
と
こ
ど
も
園
」
開
園 

・
「
そ
ば
の
郷 

ら
っ
せ
ぃ
み
さ
と
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

・
町
内
の
文
化
財
の
修
復
・
保
存
・
環
境
整
備 

・
「
リ
ニ
ア
発
生
土
」
埋
め
立
て
開
始 

五 

武
並
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

 

・
（
仮
称
）
武
並
町
道
の
駅
基
本
構
想 

 

・
無
医
地
区
の
解
消 

 

・
武
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成 

 

・
「
武
並
か
え
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」 

 

・
武
並
地
域
自
治
区
運
営
会
議 

・
「
里
山
を
守
る
会
武
並
」 

・
武
並
学
童
ク
ラ
ブ 

・
武
並
保
育
園
、
藤
へ
き
地
保
育
園
の
統
合 

・
武
並
駅
南
口
設
置 

六 

笠
置
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

・
笠
置
町
全
域
に
上
水
道
が
通
水 

・
美
濃
東
部
土
地
改
良
基
盤
整
備
事
業 

・
東
雲
大
橋
の
開
通 

・
笠
置
峡
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
場 

・
猪
狩
山
城
跡
の
遺
跡
開
発 

・
「
笠
周
地
域
振
興
計
画
」
の
策
定 

七 

中
野
方
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

・
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
め
の
木
」 

・
移
住
定
住
委
員
会
「
お
ん
さ
い
な
か
の
ほ
う
」 

・
「
ふ
れ
あ
い
・
さ
さ
え
あ
い
ポ
イ
ン
ト
事
業
」 

・
外
出
支
援
事
業
「
お
き
も
り
」 

・
棚
田
群
を
中
心
と
し
た
里
山
保
全 

八 

飯
地
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

・
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
特
産
品
部
会
」
の
立
ち
上
げ 

・
自
治
会
組
織
の
再
編 

・
「
ふ
る
さ
と
民
俗
資
料
館
」
開
館 

・
「
飯
地
高
原
テ
ン
ト
村
」
の
整
備 

・
「
い
い
じ
里
山
バ
ス
」
の
運
行 

九 

岩
村
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
主
要
ロ
ケ
地
に 

・
岩
村
城
跡
が
「
日
本
１
０
０
名
城
」
に
認
定 

・「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ 

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
～
岐
阜
未
来
遺
産
～
」 

に
認
定 

・
岩
村
町
町
並
み
景
観
整
備
事
業 

・
「
い
わ
む
ら
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
策
定 

・
「
岩
村
地
域
自
治
区
運
営
協
議
会
」
設
立 

・
「
城
下
町
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら
」
発
足 

・
「
岩
村
町
交
流
協
会
」
設
立 

・
旧
振
興
事
務
所
の
改
修 

一
〇 

山
岡
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 
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・
「
山
岡
地
域
自
治
区
運
営
協
議
会
」 

・
都
市
再
生
計
画
事
業 

・
「
田
ん
ぼde

ア
ー
ト
」 

・
山
岡
小
学
校
校
舎
及
び
体
育
館
の
改
築 

・
「
資
源
回
収
ヒ
マ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」 

・
「
よ
や
く
る
号
」 

・
山
岡
振
興
事
務
所
の
移
転 

一
一 

明
智
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

・
「
あ
け
ち
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

・
「
明
智
地
域
自
治
区
運
営
委
員
会
」 

・
「
麒
麟
が
く
る 

ぎ
ふ
恵
那 

大
河
ド
ラ
マ
館
」 

・
「
大
正
百
年
事
業
」
の
開
催 

・
竹
下
景
子
さ
ん
が
大
正
村
新
村
長
に 

・
大
正
村
浪
漫
亭 

・
明
智
振
興
事
務
所
竣
工 

・
吉
田
小
学
校
閉
校 

・
吉
田
こ
ど
も
園
閉
園 

一
二 

串
原
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

・
「
串
原
地
域
づ
く
り
住
民
会
議
」 

・
串
原
地
域
自
治
区
運
営
協
議
会 

・
移
住
定
住
促
進
事
業 

・
地
域
観
光
資
源
の
発
掘 

・
伝
統
文
化
の
保
存
伝
承 

・
公
共
施
設
の
移
転 

・
「
く
し
は
ら
温
泉
さ
さ
ゆ
り
の
湯
」 

・
「
く
し
ば
す
」
の
運
行 

一
三 

上
矢
作
地
域
自
治
区
の
地
域
づ
く
り 

・
「
道
の
駅
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
福
寿
の
里
」 

・
上
矢
作
振
興
事
務
所
移
転 

・
上
矢
作
合
川
「
福
寿
の
清
水
」 

・
ド
ロ
ー
ン
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用 

・
大
船
神
社
本
殿
等
が
岐
阜
県
重
要
文
化
財
に
指
定 

・
衰
退
す
る
農
林
業
に
新
規
参
入 

・
獣
害
防
止
柵 

・
上
矢
作
太
鼓
の
継
承 

第
六
節 

市
民
サ
ー
ビ
ス 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１３０ 

一 

医
療 

（
一
）
恵
那
市
の
地
域
医
療
の
あ
り
方 

（
二
）
市
立
恵
那
病
院 

（
三
）
国
保
上
矢
作
病
院 

（
四
）
国
保
診
療
所 

二 

子
育
て
支
援 

（
一
） 

子
ど
も
・
子
育
て
世
代
支
援
計
画
の
策
定 

（
二
） 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
三
） 

病
児
保
育
所 

（
四
） 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

（
五
） 

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ 

（
六
） 

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー 

三 

健
幸
推
進 

（
一
） 

健
幸
都
市
宣
言 

（
二
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策 

四 

福
祉 

（
一
） 

恵
那
市
地
域
福
祉
計
画
の
策
定 

（
二
） 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 
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（
三
） 

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業 

（
四
） 

恵
那
市
社
会
福
祉
協
議
会 

（
五
） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

（
六
） 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 

（
七
） 
各
種
手
当
、
医
療
給
付 

五 

防
災 

（
一
）
恵
那
市
地
区
防
災
計
画
の
策
定 

（
二
）
自
主
防
災
隊
発
足 

（
三
）
防
災
マ
ッ
プ
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
の
作
成 

（
四
）
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー 

（
五
）
消
防
団 

六 

窓
口 

（
一
） 

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

（
二
） 

国
民
健
康
保
険
徴
収
根
拠
の
統
一 

（
三
） 

税
務
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

（
四
） 

Ａ
Ｉ
に
よ
る
太
陽
光
発
電
施
設
調
査 

第
七
節 

環
境 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１５５ 

一 

都
市
整
備 

（
一
） 

各
整
備
計
画
の
策
定 

（
二
） 

大
崎
・
正
家
区
画
整
理
事
業 

（
三
） 

市
道
飯
地
中
野
方
線
の
改
良 

（
四
） 

岩
村
町
町
並
み
景
観
整
備
事
業 

（
五
） 

中
央
公
園
の
改
修 

（
六
） 

東
雲
大
橋
の
開
通 

（
七
） 

瑞
浪
恵
那
道
路
工
事
の
着
工 

二 

リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り 

（
一
）
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線 

（
二
）
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想 

（
三
）
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
計
画 

三 

交
通 

（
一
） 

明
知
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定 

（
二
） 

明
知
鉄
道 

（
三
） 

自
主
運
行
バ
ス 

（
四
） 

蒸
気
機
関
車
の
復
元 

四 

情
報 

（
一
）
音
声
告
知
器
の
設
置 

（
二
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
活
用
推
進
計
画
の
策
定 

五 

上
下
水
道 

（
一
）
上
水
道
事
業
の
統
一 

（
二
）
給
水
区
域
拡
張
事
業 

（
三
）
下
水
道
事
業 

六 

環
境
管
理 

（
一
）
環
境
基
本
計
画
の
策
定 

（
二
）
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
え
な
宣
言 

（
三
）
地
域
常
設
資
源
回
収
拠
点
の
整
備 

（
四
）
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
の
開
設 

（
五
）
ご
み
処
理
施
設
の
統
合 

（
六
）
し
尿
処
理
施
設
の
更
新 

（
七
）
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
新
設 

（
八
）
え
な
斎
苑
の
開
設 

 

第
三
章 
産
業
・
経
済 

 

第
一
節 

産
業
構
造 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１７３ 
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一 

生
産
と
販
売 

 

二 

就
業
者 

三 

事
業
所 

 
 

 

四 

産
業
構
造
の
状
況 

第
二
節 

農
林
業 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１７７ 
一 

農
業
の
状
況 

 
 

 
 

二 

林
業
の
状
況 

三 
農
林
業
振
興
の
基
盤 

 

四 

農
業
振
興 

五 

林
業
振
興 

（
一
）
え
な
の
森
林
づ
く
り
基
本
計
画 

（
二
）
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進 

（
三
）
水
源
の
森
づ
く
り
の
推
進 

（
四
）
林
業
体
験
の
実
施 

第
三
節 

商
工
業 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１９３ 

一 

商
業
の
状
況 

二 

工
業
の
状
況 

（
一
） 

製
造
品
出
荷
額
の
推
移 

（
二
） 

事
業
者
数
・
就
業
者
数 

三 

産
業
振
興
の
基
盤 

（
一
）
商
工
業
の
課
題 

（
二
）
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定 

（
三
）
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
等
振
興
条
例
の
制
定 

（
四
）
恵
那
市
恵
南
商
工
会
の
合
併 

（
五
）
温
暖
化
対
策
の
実
施 

（
六
）
地
域
新
電
力
「
恵
那
電
力
株
式
会
社
」
の
設
立 

四 

商
工
振
興 

（
一
）
商
店
街
活
性
化
事
業 

（
二
）
商
工
振
興
補
助
金
制
度 

（
三
）
ジ
バ
ス
ク
ラ
ム
恵
那
の
設
立 

（
四
）
恵
那
山
麓
野
菜
事
業 

（
五
）
恵
那
く
ら
し
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
立 

（
六
）
Ｓ
Ｏ
Ｚ
Ｏ 

Ｔ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ 

ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ 

Ｅ
Ｎ
Ａ
の
開
設 

五 

企
業
誘
致 

（
一
） 

恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
第
三
期
拡
張
工
事
の
完
成 

（
二
） 

恵
那
西
工
業
団
地
開
発
事
業 

第
四
節 

観
光
業 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２０８ 

一 

観
光
の
状
況 

二 

観
光
資
源 

（
一
）
自
然 

 

（
二
）
歴
史 

（
三
）
文
化 

 

（
四
）
食 

 

（
五
）
道
の
駅 

三 

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定 

（
一
）
背
景 

 

（
二
）
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

四 

観
光
振
興
・
企
画 

（
一
）
観
光
振
興 

 

（
二
）
観
光
企
画 

五 

観
光
基
盤 

（
一
）
一
般
社
団
法
人
恵
那
観
光
協
会
の
統
合 

（
二
）
「
ジ
バ
ス
ク
ラ
ム
恵
那
」
の
取
り
組
み 

（
三
）
恵
那
市
観
光
物
産
館
「
え
な
て
ら
す
」
オ
ー
プ
ン 

 

第
四
章 

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ 

 

第
一
節 

教
育
行
政 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２３０ 

一 

教
育
計
画 

（
一
）
恵
那
市
教
育
大
綱
・
恵
那
市
教
育
振
興
基
本
計
画 

（
二
）
恵
那
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
関
連
す
る
諸
計
画 

二 

教
育
委
員
会
事
務
局 

（
一
）
新
し
い
教
育
委
員
会 
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（
二
）
事
務
局
の
場
所
の
移
転 

（
三
）
合
併
後
の
学
校
の
統
廃
合 

（
四
）
協
議
中
の
学
校
の
統
廃
合 

第
二
節 

幼
児
教
育 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２４０ 

 
 

一 
公
立
保
育
園
の
運
営
上
の
課
題 

二 

幼
保
一
元
教
育
の
実
現
（
こ
ど
も
園
） 

三 

保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
指
定
管
理 

四 

保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
統
合 

五 

保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
閉
園 

六 

こ
ど
も
園
・
保
育
園
の
新
築
移
転
・
小
規
模
保
育
所
の
開
園 

七 

保
育
料
の
無
償
化 

第
三
節 

学
校
教
育 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２４４ 

一 

教
育
改
革
の
波 

二 

新
し
い
学
校
教
育
へ
の
取
り
組
み 

三 

学
校
の
施
設 

（
一
）
校
舎
・
体
育
館
の
新
増
築 

（
二
）
ト
イ
レ
の
洋
式
化 

（
三
）
エ
ア
コ
ン
設
置 

四 

給
食 

五 

高
等
学
校 

（
一
）
従
来
か
ら
あ
る
高
等
学
校 

（
二
）
閉
校
に
な
っ
た
高
等
学
校 

（
三
）
統
合
・
新
設
さ
れ
た
高
等
学
校
（
恵
那
南
高
等
学
校
） 

六 

特
別
支
援
学
校 

第
四
節 

生
涯
学
習 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２５６ 

 
 

一 

三
学
の
ま
ち
推
進 

 
 

（
一
）
生
涯
学
習
の
考
え
の
変
遷
と
推
進 

 

（
二
）
市
民
三
学
運
動 

二 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

（
一
）
公
民
館
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ 

（
二
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営 

（
三
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施
設 

三 

中
央
図
書
館 

（
一
）
恵
那
市
中
央
図
書
館
開
館 

（
二
）
恵
那
市
中
央
図
書
館
施
設
の
概
要 

（
三
）
恵
那
市
中
央
図
書
館
の
施
設
の
特
徴 

（
四
）
恵
那
市
中
央
図
書
館
、
開
館
五
周
年 

（
五
）
中
央
図
書
館
と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室
、
学
校
図
書
室 

四 

青
少
年
育
成 

（
一
）
子
ど
も
の
安
全
を
守
る 

（
二
）
子
ど
も
の
心
身
を
鍛
え
る 

（
三
）
子
ど
も
の
芽
を
伸
ば
す 

（
四
）
子
ど
も
の
視
野
を
広
げ
る 

 
 

（
五
）
子
ど
も
の
主
体
性
を
育
て
る 

（
六
）
成
長
を
祝
う 

（
七
）
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

五 

人
権
・
同
和
教
育 

第
五
節 

文
化 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２６７ 

一 

文
化
振
興 

（
一
）
文
化
振
興
会
、
文
化
協
会
の
統
合 

（
二
）
恵
那
市
文
化
振
興
会
の
取
り
組
み 

二 

先
人
顕
彰 

（
一
）
下
田
歌
子 

 

（
二
）
佐
藤
一
斎 

（
三
）
三
好
学 

 
 

（
四
）
山
本
芳
翠 
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（
五
）
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム 

（
六
）
地
域
の
誇
り 

恵
那
の
先
人 

三
〇
人 

（
七
）
ふ
る
さ
と
学
習
読
本
の
発
刊 

三 

文
化
の
伝
承 

（
一
）
地
歌
舞
伎 

 
 

（
二
）
筑
前
琵
琶 

（
三
）
地
域
の
祭
り 

 

（
四
）
市
全
体
と
し
て
の
祭
り 

（
五
）
文
化
伝
承
の
取
り
組
み 

四 

文
化
の
創
造 

（
一
）
ひ
だ
・
み
の
創
作
オ
ペ
ラ 

（
二
）
恵
那
音
楽
劇
の
会 

五 

歴
史
資
産
（
文
化
財
） 

（
一
）
建
造
物 

 
 

 
 

 
 

（
二
）
史
跡
「
正
家
廃
寺
跡
」 

（
三
）
史
跡
「
岩
村
城
跡
」 

 

（
四
）
景
観 

六 

文
化
施
設 

（
一
）
中
山
道
広
重
美
術
館 

（
二
）
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館 

（
三
）
文
化
財
、
文
化
施
設
を
災
害
か
ら
守
る 

第
六
節 

ス
ポ
ー
ツ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２７８ 

一 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画 

二 

ス
ポ
ー
ツ
振
興 

（
一
）
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

（
二
）
ぎ
ふ
清
流
国
体 

（
三
）
ぎ
ふ
ク
リ
ス
タ
ル
国
体
二
〇
二
一 

（
四
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

（
五
）
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト 

三 

ス
ポ
ー
ツ
施
設 

（
一
）
ま
き
が
ね
公
園 

（
二
）
岐
阜
県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場 

（
三
）
笠
置
峡
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
場 

  

第
三
部 

資
料 

※
平
成
十
三
年
（
２
０
０
１
）
～
令
和
五
年
（
２
０
２
３
）
の
二
十
年
間
の
歩
み 

 

～
図
表
・
グ
ラ
フ
・
写
真
・
地
図
・
名
簿
・
資
料
（
史
料
）
～ 

※
主
な
出
典
・
参
考
文
献 

 

体
裁 

表
装 

 
 

 
 

布
製
（
色
：
濃
紺
）
、
カ
バ
ー
：
函
（
箱
） 

題
名 

 
 

 
 

恵
那
市
史 

平
成
合
併
編
（
金
文
字
） 

 

題
字 

 
 

 
 

恵
那
市
長 

 
 

小
坂
喬
峰 

 

口
絵 

 
 

 
 

写
真
（
８
頁
程
度
） 

 

挨
拶 

 
 

 
 

恵
那
市
長 

 
 

小
坂
喬
峰 

 

は
じ
め
に 

 
 

監
修
者 

 
 

 

丸
山
幸
太
郎 

 

例
言 

 
 

 
 

別
紙
参
照 

 

目
次 

 
 

 
 

第
一
部
・
第
一
章
・
第
一
節
・
一
・
（
一
）
・
項
目 

 

本
文 

 
 

 
 

前
頁
参
照 

 

索
引 

 
 

 
 

横
書
き
、
３
段 

９
ポ
イ
ン
ト 

 

年
表 

 
 

 
 

縦
書
き
、
２
段 

９
ポ
イ
ン
ト 

 
あ
と
が
き 

 
 

恵
那
市
教
育
長 

岡
田
庄
二 

 

名
簿 

編
さ
ん
関
係
者
名 

編
さ
ん
委
員
、
専
門
委
員
、
担
当
者
、 

資
料
写
真
提
供
等
協
力
者
・
機
関
一
覧
名
等 

 

表
紙
見
返
し 

 

恵
那
市
地
図
（
北
部
） 

 

裏
表
紙
見
返
し 
恵
那
市
地
図
（
南
部
） 




